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著
譚
書
・
編

　

著

馮
道

　

中
國
人
物
叢
書
６

世
界
の
歴
史

　

別
巻

　

年
表
（
日
比
野
丈
夫
編
）

世
界
史
年
表
（
日
比
野
丈
夫
編
）

中
國
の
科
學
と
文
明

　

序
篇
（
Ｊ
・
ニ
ー
ダ
ム
著
）

　

杉
山
二
郎
ら
と
共
謀

圖
脱
世
界
の
歴
史
２

　

ア
ジ
ア
國
家
の
展
開
（
伊
藤
道
治
ら
と
共
著
）

中
國
考
古
學
研
究
（
夏
鼎
著
）

　

樋
口
隆
康
ら
と
共
謀

唐
代
政
治
祀
會
史
研
究

　

東
洋
史
研
究
叢
刊
4
0

中
國
貴
族
制
社
會
の
研
究
（
川
勝
義
雄
と
共
編
著
）

馮
道
―
貳
世
の
宰
相

　

中
公
文
庫

要
解

　

世
界
の
歴
史
（
樺
山
紘
一
と
共
著
）

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
　
ｏ
ｎ
　
Ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
　
Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ

中
國
上

　

地
域
か
ら
の
世
界
史
２

中
國
中
世
の
文
物

　

編
著

隋
唐
帝
國
と
古
代
朝
鮮

　

世
界
の
歴
史
第
六
塵
（
武
田
幸
男
と
共
著
）

唐
の
行
政
機
構
と
官
僚

　

中
公
文
庫

隋
唐
の
佛
教
と
國
家

　

中
公
文
庫

中
國
歴
代
王
朝
の
都
市
管
理
に
闘
す
る
總
合
的
研
究

　

編
著

人

物

河

出

河

出

思

　

往

　

来

書

　

房

　

新

書

　

房

　

新

索

祀吐祀牡

　

學

　

習

　

研

　

究

　

祀

　

學

　
　
　
　

生

　
　
　
　

祀

　

同

　

朋

　

舎

　

出

　

版

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　

中

　

央

　

公

　

論

　

祀

　

清

　
　

水

　
　

書

　
　

院

イ
タ
リ
ア
國
立
東
方
學
研
究
所

　

朝

　

日

　

新

　

聞

　

社

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　

中

　

央

　

公

　

論

　

祀

　

中

　

央

　

公

　

論

　

祀

　

中

　

央

　

公

　

論

　

祀

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科

一
九
六
六
年
十
一
月

一
九
七
二
年

　

八
月

一
九
七
三
年

　

五
月

一
九
七
四
年

　

七
月

一
九
七
九
年

　

十
月

一
九
八
一
年

　

三
月

一
九
八
六
年

　

二
月

一
九
八
七
年

　

三
月

一
九
八
八
年

　

三
月

一
九
八
九
年

　

二
月

一
九
九
〇
年
十
二
月

一
九
九
二
年

　

五
月

一
九
九
三
年

　

三
月

一
九
九
七
年

　

一
月

一
九
九
八
年

　

八
月

一
九
九
九
年

　

一
月

一
九
九
九
年

　

三
月
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編

　

集
・
監

　

修

奉
法
要
索
引

日
本
の
歴
史

　

全
一
三
三
舒

　

共
編

世
界
の
歴
史

　

全
一
三
一
珊

　

共
編

　

「
中
國
石
刻
拓
本
展
」
出
品
四
録

　

解
説
監
修

宮
崎
市
定
全
集

　

全
二
五
巻
（
佐
伯
富
・
島
田
虔
次
・
岩
見
宏
と
共
編
）

地
域
か
ら
の
世
界
史

　

全
二
一
巻
（
樺
山
紘
一
ら
と
共
編
）

宮
崎
市
定
著
『
中
國
文
明
論
集
』

　

岩
波
文
庫

宮
崎
市
定
著
『
論
語
の
新
し
い
讃
み
方
』

　

同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

世
界
の
歴
史

　

全
三
〇
巻
（
樺
山
紘
「
山
内
昌
之
と
共
編
」

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

　

Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
９
６
／
1
9
9
7

宮
崎
市
定
著
『
東
西
交
渉
史
論
』

　

中
公
文
庫

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

　

一
九
八
一
年

　

三
月

朝

　

日

　

新

　

聞

　

祀

　

一
九
八
六
年

　

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
八
八
年
十
一
月

朝

　

日

　

新

　

聞

　

祀

　

一
九
八
八
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
九
一
年
六
月

京
都
大
學
文
學
部
博
物
館

　

一
九
九
〇
年

　

四
月

岩

　
　

波

　
　

書

　
　

店

　

一
九
九
一
年

　

十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

？
一
九
九
四
年
二
月

朝

　

日

　

新

　

聞

　

祀

　

一
九
九
二
年

　

三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
九
四
年
一
月

岩

　
　

波

　
　

書

　
　

店

　

一
九
九
五
年
十
二
月

岩

　
　

波

　
　

書

　
　

店

　

一
九
九
六
年

　

五
月

中

　

央

　

公

　

論

　

壮

　

一
九
九
六
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
九
九
年
五
月

京

　
　

都

　
　

大

　
　

學

　

一
九
九
七
年

　

二
月

中

　

央

　

公

　

論

　

此

　

一
九
九
八
年

　

六
月

-
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宮
崎
市
定
１
　
『
東
洋
的
近
世
』

宮
崎
市
定
著
『
東
洋
的
古
代
』

中
國
文
明
の
歴
史

　

全
十
二
巻

中
公
文
庫

中
公
文
庫

中
公
文
庫
（
日
比
野
丈
夫
と
共
監
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

論

　
　
　
　
　
　

説

三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て
Ｉ
唐
宋
の
腱
革
と
使
職
－

課
と
税
に
闘
す
る
諸
研
究
に
つ
い
て

中
世
貴
族
制
の
崩
壊
と
耕
召
制
１
牛
李
の
窯
９
　
を
手
が
か
り
に
Ｉ

唐
宋
の
愛
革
に
對
す
る
侯
外
廬
氏
の
見
解

唐
末
五
代
の
愛
革
と
官
僚
制

隋
唐
五
代
史
研
究
序
説

　

博
士
課
程
研
究
論
集
要
旨

　

昭
和
三
十
九
年
度

隋
の
貌
閲
と
唐
初
の
食
賓
封

均
田
制
と
府
兵
制

　

東
洋
の
歴
史

　

第
五
巻

中

央

公

論

新

祀

中

央

公

論

新

祀

中

央

公

論

新

註

　
　

史
林
第
四
四
巻
第
四
琥

　
　

東
洋
史
研
究
第
二
〇
巻
第
四
欲

　
　

東
洋
史
研
究
第
二
一
巻
第
三
欲

中
國
學
術
代
表
團
招
請
運
動
ニ
‘
Ｉ
ス
９

　
　

歴
史
教
育
第
十
二
巻
第
五
琥

　
　

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科

　
　

東
方
學
報

　

京
都
第
三
七
冊

　
　

人
物
往
爽
祀

中
國
・
都
市
と
交
通

　

朝
倉
地
理
學
講
座
⑦

　

藤
岡
謙
二
郎
編

　

歴
史
地
理
學

宋
代
士
大
夫
の
成
立

　

中
國
文
化
叢
書
⑧

　

文
化
史

唐
の
官
僚

　

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑦

　

大
唐
の
繁
柴

唐
の
律
令
膿
制
と
宇
文
融
の
括
戸

律
令
膿
制
と
そ
の
崩
壊

　

中
國
中
世
史
研
究
會
編

　

中
國
中
世
史
研
究

朝
倉
書
店

大
修
館
書
店

世
界
文
化
此

東
方
學
報

　

京
都
第
四
一
冊

東
海
大
學
出
版
會

一
九
九
九
年

　

六
月

二
〇
〇
〇
年

　

六
月

二
〇
〇
〇
年

　

三
月

～
二
〇
〇
一
年
二
月

一
九
六
一
年

　

七
月

一
九
六
二
年

　

三
月

一
九
六
二
年
十
二
月

一
九
六
三
年
十
一
月

一
九
六
四
年

　

五
月

一
九
六
五
年

　

三
月

一
九
六
六
年

　

三
月

一
九
六
七
年

　

二
月

一
九
六
七
年

　

三
月

一
九
六
八
年

　

三
月

一
九
六
八
年

　

十
月

一
九
七
〇
年

　

三
月

一
九
七
〇
年

　

三
月

-
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唐
中
期
の
政
治
と
飲
會

　

岩
波
講
座
世
界
歴
史
⑤

雨
税
法
制
定
以
前
に
お
け
る
客
戸
の
税
負
投

隋
唐
―
一
九
七
一
年
の
歴
史
學
界

唐
代
使
院
の
僚
佐
と
肝
Ｂ
制

唐
代
の
蒜
尉

唐
の
官
制
と
官
職

　

小
川
環
樹
編

　

唐
代
の
詩
人
―
そ
の
傅
記
－

唐
代
の
制
詰

世
界
帚
國
の
確
立

　

圖
詳
ガ
ッ
ケ
ソ
ー
エ
リ
ア
教
科
事
典

　

世
界
歴
史

中
國
の
都
城

　

日
本
古
代
文
化
の
探
究

　

上
田
正
昭
編

　

都
城

唐
代
の
官
制
に
つ
い
て

　

東
京
書
籍

制
詰
・
璧
記
か
ら
み
た
唐
の
三
省
六
部

　
　
　

唐
代
史
研
究
會
編

　

東
ア
ジ
ア
文
化
圈
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

唐
の
三
省
六
部

　

唐
代
史
研
究
會
編

　

隋
唐
帝
國
と
東
ア
ジ
ア
世
界

太
倉
と
含
嘉
倉

　
　
　

唐
代
史
研
究
會
編

　

中
國
聚
落
史
の
研
究
－
周
漫
諸
地
域
と
の
比
較
を

　
　
　

含
め
て
Ｉ

隋
唐
時
代
の
太
倉
と
含
嘉
倉

唐
代
に
お
け
る
檜
尼
秤
君
親
の
断
行
と
撤
回

唐
中
期
の
佛
教
と
國
家

　

偏
永
光
司
編

　

中
國
中
世
の
宗
教
と
文
化

岩
波
書
店

東
方
學
報

　

京
都
第
四
三
后

史
學
雑
誌
第
八
一
編
第
五
欲

紳
戸
大
學
文
學
部
紀
要
第
二
読

史
林
第
五
七
巻
第
五
欲

大
修
館
書
店

東
洋
史
研
究
第
三
四
巻
第
三
欲

學
研

祀
會
思
想
社

東
書
國
語
第
一
六
七
琥

刀
水
書
房

汲
古
書
院

刀
水
書
房

東
方
學
報

　

京
都
第
五
二
冊

東
洋
史
研
究
第
四
〇
巻
第
二
貌

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

一
九
七
〇
年

　

九
月

一
九
七
二
年

　

三
月

一
九
七
二
年

　

五
月

一
九
七
三
年

　

一
月

一
九
七
四
年

　

九
月

一
九
七
五
年
十
一
月

一
九
七
五
年
十
二
月

一
九
七
六
年

　

二
月

一
九
七
六
年

　

五
月

一
九
七
七
年

　

十
月

一
九
七
八
年

　

三
月

一
九
七
九
年

一
九
八
〇
年

一
九
八
〇
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

八
月

三
月

三
月

九
月

三
月

-
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出
土
文
物
に
よ
る
最
近
の
魏
晋
南
北
朝
史
研
究

　
　
　

唐
代
史
研
究
會
編

　

中
國
歴
史
學
界
の
新
動
向

鏡
鑑
と
し
て
の
中
國
の
歴
史

　

世
界
の
國
シ
リ
ー
ズ
⑩
中
國

隋
唐

　

ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
―

　

中
國
Ｉ

唐
宋
時
代
に
お
け
る
蘇
州

　

梅
原
郁
編

　

中
國
近
世
の
都
市
と
文
化

唐
代
食
賓
封
制
再
考

　

唐
代
史
研
究
會
編

　

律
令
制
－
中
國
朝
鮮
の
法
と
國
家

民
族
大
移
動
と
宗
教
の
傅
播

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
四
四
鏡

嵩
岳
少
林
寺
碑
考

　

川
勝
義
雄
・
礪
波
護
編

　

中
國
貴
族
制
祀
會
の
研
究

中
國
都
城
の
思
想

　

岸
俊
男
編

　

日
本
の
古
代
⑨

　

都
城
の
生
態

三
つ
の
世
界
宗
教
文
化
圏
の
定
着

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
五
五
琥

隋
唐
時
代
の
祀
會
と
文
化

聖
地
巡
疆
に
ょ
る
文
化
の
逆
輸
入

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
六
六
芸

五
代
・
北
宋
の
中
國
－
國
都
開
封
の
頃

二
つ
の
革
命
が
も
た
ら
し
た
衝
撃

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
八
八
琥

　

『
世
説
新
語
』
の
周
１
　

　

鑑
賞
中
國
の
古
典
⑩

　

井
波
律
子
編

　

世
説
新
語

｝
）
Ｏ
Ｆ
ｙ
　
ｔ
ｏ
w
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
（
い
ｈ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
　
i
n
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｇ
ｎ

　
　
　

ｏ
ｆ
、
一
ｒ
'
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｈ
ｓ
i
i
a
n
-
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
　
　
　
　
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
　
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
　
５
５

刀
水
書
房

講
談
社

同
朋
舎
出
版

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

汲
古
書
院

朝
日
新
聞
祀

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

中
央
公
論
社

朝
日
新
聞
祀

　

（
同
右
）

朝
日
新
聞
社

　

（
同
右
）

朝
日
新
聞
祀

角
川
書
店

東
方
學
會

T
ｔ
ｅ
　
Ｓ
ｕ
i
　
Ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
（
い
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
ｔ
ｙ
　
ｏ
ｆ
（
い
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
ｈ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ

　
　
　
　

Ｔ
'
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｆ
ｉ
ｅ
ｆ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

一
九
八
二
年

　

五
月

一
九
八
二
年
十
一
月

一
九
八
三
年
十
一
月

一
九
八
四
年

　

三
月

一
九
八
六
年

　

二
月

一
九
八
七
年

　

二
月

一
九
八
七
年

　

三
月

一
九
八
七
年

　

四
月

一
九
八
七
年

　

五
月

一
九
八
七
年

　

七
月

一
九
八
七
年
十
二
月

一
九
八
八
年

　

九
月

一
九
八
八
年
十
一
月

一
九
八
八
年

-
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Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
i
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
　
Ｏ
ｃ
ｃ
ａ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
　
２

唐
代
の
湛
境
に
お
け
る
金
銀

　

谷
川
道
雄
編

　

中
國
逼
境
祀
會
の
歴
史
的
研
究

黄
巣
と
馮
道

　

週
刊
朝
日
百
科

　

世
界
の
歴
史
第
三
八
飲

唐
代
祀
會
に
お
け
る
金
銀

榊
都
洛
陽
の
四
面
闘

　

金
田
章
裕
編

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
の
形
態
と

　
　
　

構
造
に
闘
す
る
歴
史
地
理
學
的
研
究

曹
操
が
官
渡
の
戦
い
で
袁
紹
に
勝
利
し
た
の
は
な
ぜ
？

　

三
國
志
の
謎

京
都
大
學
所
蔵
の
唐
墓
誌

　
　
　

唐
代
史
研
究
會
編

　

東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
史
的
研
究

桑
原
賜
蔵

　

東
洋
學
の
系
譜
⑩

　

大
修
館
書
店

フ
ビ
ラ
イ
、
元
朝
を
建
つ

　

歴
史
群
像
シ
リ
１
ズ
2
6

　

チ
ソ
ギ
ス
ー
ハ
ー
ソ

元
朝
の
落
日
と
明
の
成
立
－
怒
り
か
っ
た
ラ
マ
檜
の
横
暴
と
紙
幣
濫
翌

法
琳
の
事
蹟
に
み
る
唐
初
の
佛
教
・
道
教
と
國
家

　
　
　

吉
川
忠
夫
編

　

中
國
古
道
教
史
研
究

唐
代
の
畿
内
と
京
城
四
面
開

　

唐
代
史
研
究
會
編

　

中
國
の
都
市
と
農
村

隋
的
貌
閲
呉
唐
初
食
賓
封

　

日
本
學
者
研
究
中
國
史
論
著
選
詳

　
　
　

第
四
巻

　

六
朝
隋
唐

唐
代
的
麻
尉

玄
秘
塔
碑
考

　

ヽ
水
田
英
正
編

　

中
國
出
土
文
字
資
料
の
基
礎
的
研
究

京
都
大
學
文
學
部
東
洋
史
學
研
究
室

朝
日
新
聞
社

東
方
學
報

　

京
都
第
六
二
冊

京
都
大
學
文
學
部

新
人
物
往
末
祀

刀
水
書
房

月
刊
し
に
か
第
二
巻
第
六
彼

學
研

　

（
同
右
）

同
朋
舎
出
版

汲
古
書
院

中
華
書
局

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

三
月

八
月

三
月

三
月

七
月

九
月

一
九
九
一
年

　

六
月

一
九
九
一
年
十
二
月

一
九
九
二
年

　

二
月

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

七
月

七
月

　

（
同
右
）

京
都
大
學
文
學
部
東
洋
史
學
研
究
室

　

一
九
九
三
年

　

三
月

Vlll



唐
代
の
過
所
と
公
験

　

礪
波
護
編

　

中
國
中
世
の
文
物

白
居
易
の
生
き
た
時
代

　

白
居
易
研
究
講
座
第
二
倦

東
洋
史
學
と
世
界
史
學

　

地
域
か
ら
の
世
界
史
2
1

　
　
　

板
垣
雄
三
編

　

世
界
史
の
課
題

入
唐
檜
帯
束
的
公
験
和
過
所

　

魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
第
十
三
貌

唐
代
長
安
の
石
刻

　

京
都
文
化
博
物
館
編

　

長
安
－
絢
爛
た
る
唐
の
都
－

ア
ソ
リ
ー
コ
ル
デ
″
エ

　

欧
米
の
東
洋
學
⑨

　

大
修
館
書
店

隋
唐
時
代
の
中
國
と
日
本
の
文
化

　

住
友
商
事
編

宮
崎
市
定

　

2
0
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
（
―
）

新
制
京
都
大
學
の
設
立
と
攬
充

　

京
都
大
學
百
年
史
總
説
編

内
藤
湖
南

　

2
0
世
紀
の
歴
史
家
た
ち
（
２
）

均
田
制
と
府
兵
制

　

中
國
文
明
の
歴
史
５

　

中
公
文
庫

近
衛
家
煕
考
訂
本
『
大
唐
六
典
』
の
研
究

　

「
古
典
學
の
再
構
築
」
總
括
班
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
評
・
紹
介

魏
書
憚
老
志
の
研
究
（
塚
本
善
隆
著
）

中
國
南
北
朝
史
研
究
（
福
島
繁
次
郎
著
）

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
　
A
d
m
i
n
i
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
　
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ｙ

　
　
　
　

（
Ｄ
｡
　
Ｃ
.

　
Ｔ
w
i
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
t
ｔ
著
）

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

勉
誠
祀

朝
日
新
聞
祀

武
漢
大
學
出
版
祀

角
川
書
店

月
刊
し
に
か
第
五
巻
第
十
二
彼

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
五
〇
貌

刀
水
書
房

京
都
大
學
後
援
會

刀
水
書
房

中
央
公
論
新
祗

史
林
第
四
五
巻
第
二
肢

東
洋
史
研
究
第
二
一
巻
第
二
琥

東
洋
史
研
究
第
二
二
巻
第
四
彼

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

三
月

七
月

十
月

一
九
九
四
年
十
二
月

一
九
九
六
年

　

四
月

一
九
九
四
年
十
二
月

一
九
九
七
年

　

五
月

一
九
九
七
年

　

七
月

一
九
九
八
年

　

六
月

一
九
九
九
年
十
一
月

二
〇
〇
〇
年

　

六
月

二
〇
〇
一
年

　

一
月

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
四
年

三
月

九
月

三
月

IX
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秦
漢
隋
唐
史
の
研
究
（
演
口
重
國
著
）

唐
代
邸
店
の
研
究
（
日
野
開
三
郎
著
）

中
國
文
明
と
官
僚
制
（
づ
フ
ー
シ
ュ
著
、
村
松
砧
次
譚
）

内
藤
湖
南
（
三
田
村
泰
助
著
）

隋
唐
帚
國
形
成
史
論
（
谷
川
道
雄
著
）

革
命
論
集
（
小
野
信
爾
・
吉
田
富
夫
・
狭
間
直
樹
著
）

　

共
同
通
信
配
信

元
朝
史
の
研
究
（
前
田
直
典
著
）

Ｌ
ｅ
　
]
ぐ
ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
　
（
Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
t
著
）

績
・
禰
々
の
鐙
系
（
上
山
春
不
著
）

ア
ジ
ア
史
論
考

　

上
（
宮
崎
市
定
著
）

中
國
中
世
祀
會
と
共
同
盟
（
谷
川
道
雄
著
）

埋
も
れ
た
巨
像
（
上
山
春
不
著
）

　

『
唐
代
研
究
の
し
お
り
』
復
刊
に
寄
せ
て
（
巫
に
岡
武
夫
編
）

中
國
古
代
籍
帳
研
究
－
概
観
・
録
文
ｊ
（
池
田
温
著
）

宮
内
廳
書
陵
部
蔵

　

北
宋
版

　

通
典
（
長
滓
規
矩
也
・
尾
崎
康
編
）

讃
み
切
り
三
國
志
（
井
波
律
子
著
）

内
藤
湖
南
（
フ
ォ
ー
ゲ
ル
著
、
井
上
裕
正
課
）

唐
甑
の
潜
書
（
ジ
ェ
ル
ネ
編
課
）

気
品
を
漂
わ
す
増
淵
龍
夫
の
學
風

東
洋
史
研
究
第
二
六
巻
第
二
琥

　
　
　

一
九
六
七
年

　

九
月

東
洋
史
研
究
第
二
九
倦
第
二
こ
二
肢

　

一
九
七
〇
年
十
二
月

日
本
讃
書
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
一
年
八
月
二
日

サ
ン
ケ
イ
新
聞

　
　
　
　
　
　

一
九
七
二
年
三
月
二
十
七
日

日
本
讃
書
新
聞

　
　
　
　
　
　

一
九
七
二
年
三
月
二
十
七
日

京
都
新
聞
・
紳
戸
新
聞
ほ
か

　

一
九
七
二
年
四
月
二
十
五
日

日
本
讃
書
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
三
年
七
月
二
日

東
洋
史
研
究
第
三
二
巻
第
三
肢

　
　
　

一
九
七
三
年
十
二
月

人
文
第
一
四
肢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年

　

三
月

日
本
讃
書
新
聞

　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年
三
月
二
十
二
日

日
本
讃
書
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年
十
一
月
八
日

人
文
第
一
八
肢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
八
年

　

三
月

名
著
通
信
第
三
巻
第
八
肢

　
　
　
　
　

一
九
七
八
年

　

八
月

東
洋
史
研
究
第
三
九
巻
第
一
読

　
　
　

一
九
八
〇
年

　

六
月

史
學
雑
誌
第
九
一
編
第
八
肢

　
　
　
　

一
九
八
二
年

　

八
月

産
経
新
聞
夕
刊

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
九
年
十
月
三
十
日

日
本
経
済
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
九
年
七
月
九
日

日
佛
東
洋
學
會

　

通
信
第
一
六
肢

　
　

一
九
九
三
年

　

三
月

東
方
第
一
九
二
肢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
年

　

三
月

-
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「
唐
代
食
封
制
の
一
問
題
―
い
わ
ゆ
る
七
丁
封
戸
論
争
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」

　
　
　
　

（
岡
野
誠
著
）

日
本
古
代
の
醤
療
制
度
（
丸
山
裕
美
子
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
題
・
史
料

法
制
史
研
究
4
6

唐
代
史
研
究
第
二
読

『
世
説
新
語
』
官
職
名
表

　

世
界
文
學
大
系
7
1

　

吉
川
幸
次
郎
編

　

中
國
古
小
説
集

唐
代
史
料
稿
―
長
慶
元
年

　

平
岡
武
夫
ら
と
共
編

唐
代
史
料
稿
―
長
慶
二
年

　

平
岡
武
夫
ら
と
共
編

唐
代
史
料
稿
１
長
慶
三
年

　

平
岡
武
夫
ら
と
共
編

唐
代
史
料
稿
１
長
慶
四
年

　

平
岡
武
夫
と
共
編

唐
代
史
料
稿
－
大
和
元
年
・
二
年

　

平
岡
武
夫
ら
と
共
編

中
國
を
讃
む
十
篇
（
共
同
通
信
吐
配
信
京
都
新
聞
・
榊
戸
新
聞
・
信
濃
毎
日
新
聞
ほ
か
）

　
　
　

―
資
治
通
鑑
（
一
九
七
二
年
一
月
十
七
日
）
、
蒙
求
（
三
月
二
十
日
）
、

　
　
　
　

雁
塔
聖
教
序
（
三
月
二
十
七
日
）
、
荊
楚
歳
時
記
（
五
月
二
十
二
日
）
、

　
　
　
　

蔵
書
（
六
月
二
十
六
日
）
、
洞
玄
子
（
八
月
十
四
日
）
、

　
　
　
　

浄
土
論
註
（
十
月
三
十
日
）
、
大
唐
六
典
（
十
一
月
十
三
日
）
、

　
　
　
　

王
安
石
「
萬
言
書
」
（
十
二
月
四
日
）
、
登
科
記
考
（
二
十
五
日
）

中
國
墓
誌
精
華
（
圓
版
憚
文
・
解
題
）

　
　
　

元
懐
墓
誌
、
元
暉
墓
誌
、
元
憚
墓
誌
、
元
叉
墓
誌
並
蓋
、

筑
摩
書
房

東
方
學
報

東
方
學
報

東
方
學
報

東
方
學
報

東
方
學
報

京
都
第
三
七
冊

京
都
第
三
八
冊

京
都
第
三
九
冊

京
都
第
四
〇
冊

京
都
第
四
二
冊

中
央
公
論
祀

一
九
九
七
年

　

三
月

一
九
九
九
年

　

六
月

一
九
六
四
年
十
二
月

一
九
六
六
年

　

三
月

一
九
六
七
年

　

三
月

一
九
六
八
年

　

三
月

　

一

一
九
六
九
年

　

三
月

　

・
乱

一
九
七
一
年

　

三
月

　

一

一
九
七
五
年
十
二
月



　
　
　

元
郡
墓
誌
、
萄
景
墓
誌
並
蓋
、
爾
来
襲
墓
誌
並
蓋

Ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｂ
ｉ
０
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
ｓ
宋
代
名
人
傅
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ
t
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
編
、
分
鐙
執
筆
）

　
　
　

－
張
斉
賢
、
張
知
白
、
張
士
遜
、
馮
話
、
向
敏
中
、

　
　
　
　

李
處
耘
、
李
流
、
沈
倫
、
石
守
信
、
王
曾

Ａ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｙ
　
（
Ｂ
ｉ
ｂ
ｌ
ｉ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
）
宋
代
書
録

　
　
　
　

（
Ｙ
ｖ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｖ
ｏ
ｕ
ｅ
ｔ
編
、
分
誉
執
筆
）

　
　
　

―
唐
書
、
善
五
代
史
、
五
代
史
記
、
新
唐
書
糾
謬
、
五
代
史
閥
文
、

　
　
　
　

五
代
史
補
、
五
代
史
記
纂
誤
、
唐
鑑
、
五
代
春
秋

中
國
書
道
全
集
第
二
巻
（
魏
・
晋
・
南
北
朝
）

　

陽
９
　
王
妃
李
氏
墓
誌
、
元
傀
墓
誌
、
元
憚
墓
誌

中
國
書
道
全
集
第
三
巻
（
隋
・
唐
Ｉ
）

W
i
e
ｓ
ｂ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ

香
港
中
文
大
學

　

爾
朱
端
墓
誌
、
間
道
愛
墓
誌
、
李
縫
叔
墓
誌
、
楊
清
墓
誌
、
呉
素
墓
誌
、
李
遠
墓
誌
、

　

皇
甫
玄
志
墓
誌
、
許
楯
夫
人
王
氏
墓
誌
、
崔
玄
籍
墓
誌
、
袁
公
喩
墓
誌

中
國
書
道
全
集
第
一
巻
（
殷
・
周
・
秦
・
漢
）

　

孔
彪
碑
、
楊
叔
恭
残
碑
、
熹
平
残
碑
、
慄
州
従
事
孔
褒
碑
、
尉
氏
令
鄭
季
宣
碑
、

　

巴
郡
太
守
笑
敏
碑
、
趙
荊
碑
残
字
、
甘
陵
相
口
府
君
残
碑

東
イ
ン
ド
會
祀
派
遣
中
國
使
節
紀
行
（
こ
ウ
ホ
フ
著
）
ラ
テ
ン
語
譚

　
　
　

９
　
田
管
食
博
士
寄
席
回
書
善
本
書
影

中
國
回
説
（
キ
ル
ヒ
ヤ
１
著
）
ラ
テ
ン
語
版

一
九
七
六
年

一
九
七
八
年

平

　

几

　

吐

　

一
九
八
六
年

　

五
月

-
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平

　

几

　

祀

　

一
九
八
六
年

　

十
月

　

一

平

　

几

　

祀

　

一
九
八
八
年

　

十
月

大
谷
大
學
圖
書
館

　

一
九
八
八
年

　

十
月

（
同
右
）



義
浄
『
南
海
寄
蹄
内
法
傅
』

圓
仁
『
入
唐
求
法
巡
薩
行
記
』

圓
珍
『
行
歴
抄
』

マ
カ
ー
ト
ニ
ー
『
中
國
訪
問
使
節
日
記
』

六
朝
の
官
職
名

樺
山
紘
一
編

　

世
界
の
旅
行
記
1
0
1

　

新

　

書

　

館

　

一
九
九
九
年

　

十
月

　

（
同
右
）

　

（
同
右
）

　

（
同
右
）

興
膳
宏
編

　

六
朝
詩
人
傅

　
　
　
　

大
修
館
書
店

　

二
〇
〇
〇
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　

序
践
・
解
説

宮
崎
市
定
『
中
國
に
學
ぶ
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
吐

宮
崎
市
定
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
壮

　

『
中
國
貴
族
制
此
會
の
研
究
』
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

宮
崎
市
定
『
科
畢
史
』
解
説

　

東
洋
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

　

凡

　

畦

宮
崎
市
定
『
隋
の
場
帚
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
吐

宮
崎
市
定
『
木
米
と
永
翁
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
吐

宮
崎
市
定
『
大
唐
帝
國
』
解
読

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
壮

宮
崎
市
定
『
東
洋
に
お
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の
吐
會
』
解
説

　

東
洋
文
庫

　
　
　
　
　
　

平

　

凡

　

牡

宮
崎
市
定
『
中
國
政
治
論
集
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
祗

　

『
中
國
中
世
の
文
物
』
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
１
　
人
文
科
學
研
究
所

川
勝
義
雄
『
中
國
人
の
歴
史
意
識
』
解
説

　

平
凡
牡
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

　

几

　

畦

宮
崎
市
定
『
水
滸
傅
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
壮

一
九
八
六
年

　

九
月

一
九
八
七
年

　

二
月

一
九
八
七
年

　

三
月

一
九
八
七
年

　

六
月

一
九
八
七
年

　

九
月

一
九
八
八
年

　

二
月

一
九
八
八
年

　

九
月

一
九
八
九
年

　

九
月

一
九
九
〇
年

　

一
月

一
九
九
三
年

　

三
月

一
九
九
三
年

　

六
月

一
九
九
三
年
十
二
月
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『
小
竹
史
記
』
に
つ
い
て

　

ち
く
ま
學
藷
文
庫

　

小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
詳
『
史
記
１
本
紀
』
解
説

　
　

筑
摩
書
房

宮
崎
市
定
『
古
代
大
和
朝
廷
』
解
説

　

ち
く
ま
學
騒
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
摩
書
房

宮
崎
市
定
『
雍
正
帚
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
祀

宮
崎
市
定
『
自
紋
集
－
東
洋
史
學
七
十
年
』
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店

宮
崎
市
定
『
日
出
づ
る
國
と
日
暮
る
る
處
』
解
脱

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
祀

宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
祀

平
岡
武
夫
『
白
居
易
－
生
涯
と
歳
時
記
』
編
集
後
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朋
友
書
店

　

《
唐
代
史
研
究
》
の
創
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
唐
代
史
研
究
』
創
刊
胱

　
　
　
　
　
　
　

唐
代
史
研
究
會

橋
本
峰
雄
『
く
ら
し
の
な
か
の
佛
教
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
祀

井
波
律
子
『
中
國
の
グ
ロ
テ
ス
ク
ー
リ
ア
リ
ズ
ム
』
解
説

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
新
祀

宮
崎
市
定
『
現
代
語
譚

　

論
語
』
解
説

　

岩
波
現
代
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店

宮
崎
市
定
『
偕
帝
國
の
繁
渠
』
中
國
文
明
の
歴
史
９

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
新
祀

　

『
文
學
部
専
修
案
内
』
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
文
學
部

宮
崎
市
定
『
中
國
の
め
ざ
め
』

　

中
國
文
明
の
歴
史
1
1

　

中
公
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
新
註

胡
賓
華
『
百
年
の
面
影
－
中
國
知
識
人
の
生
き
た
2
0
世
紀
』
序

　

角
川
選
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
川
書
店

桑
原
隋
蔵
『
考
史
遊
記
』
解
説

　

岩
波
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　

月

　
　
　
　
　

報

官
僚
祀
會

　

宮
崎
市
定
『
政
治
論
集
』
「
中
國
文
明
選
」
月
報
一

一
九
九
五
年

　

四
月

一
九
九
五
年

　

九
月

一
九
九
六
年

　

五
月

一
九
九
六
年

　

五
月

一
九
九
七
年

　

五
月

一
九
九
七
年
十
一
月

一
九
九
八
年

　

六
月

一
九
九
八
年

　

六
月

一
九
九
八
年

　

七
月

一
九
九
九
年
十
二
月

二
〇
〇
〇
年

　

五
月

二
〇
〇
〇
年

　

十
月

二
〇
〇
〇
年

　

十
月

二
〇
〇
〇
年
十
二
月

二
〇
〇
一
年

　

二
月

二
〇
〇
一
年

　

三
月

朝
日
新
聞
社

　

一
九
七
一
年

　

二
月

-
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『
中
國
の
科
學
と
文
明
』
序
篇
の
翻
譚
を
お
え
て

　

ニ
ー
ダ
ム
『
中
國
の
科
學
と
文
明
』
第
一
巻

　
　
　

月
報
一

わ
が
書
架
の
吉
川
先
生
ヲ
・
Ｉ
‘
ナ
ー

　

『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
2
2
巻
、
月
報
三

師
に
も
譲
ら
ざ
れ

　

『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
2
4
巻
、
月
報
二
五

　

『
死
者
の
書
』
と
「
身
毒
丸
」
と

　

『
折
口
信
夫
全
集
』
第
1
3
巻
、
月
報
一
三

半
珈
思
惟
像
の
愛
遷

　

『
日
本
の
歴
史
』
第
0
3
巻
、
月
報
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　

雑

　
　
　
　
　

録

隨
感
・
侯
外
廬
氏

官
僚
文
化
（
講
演
要
旨
）

　

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所

ゼ
ロ
座
標
五
篇

　

紳
戸
新
聞

　
　
　

－
刑
徒
の
集
團
墓
地
、
天
平
の
莞
、
馮
道
の
寫
具
、
楚
鮮
集
注
、
魯
迅
と
版
書

『
廣
弘
明
集
』
雑
感

唐
代
の
制
諭
と
壁
記

ア
ジ
ア
の
風
土
と
民
族

　

榊
戸
市
民
大
學

　

ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化

北
京
の
あ
る
一
日

中
國
研
究
者
の
み
だ
中
國

　
　
　

－
上
海
錦
江
飯
店
の
朝
、
寒
山
寺
か
ら
虎
丘
へ
、
霊
谷
寺
、

思

　

索

　

祀

　

一
九
七
四
年

　

七
月

筑
摩
書
房

岩
波
書
店

中
央
公
論
祀

講

　

談

　

祀

新
し
い
歴
史
學
の
た
め
に
■
£
.
1

人
文
第
二
胱

一
九
七
五
年

一
九
九
四
年

一
九
九
六
年

二
〇
〇
一
年

九
月

二
月

四
月

一
月

一
九
六
四
年

　

二
月

一
九
七
一
年

　

三
月

一
九
七
二
年
十
一
月
一
、
八
、
十
五
、
二
二
、
二
九
日

人
文
第
七
貌

東
洋
史
研
究
第
三
二
巻
第
三
読

人
文
第
一
七
貌

一
九
七
三
年

　

五
月

一
九
七
三
年
十
二
月

一
九
七
五
年

　

十
月

一
九
七
七
年

　

十
月

東
方
第
四
弦
・
第
五
弦

　

一
九
七
七
年
十
二
月
・
一
九
七
八
年
六
月

乾
陵
文
物
保
管
所
・
西
安
特
殊
工
藤
美
術
廠
、
大
雁
塔
、
鍾
棲
・
興
慶
公
園
、
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中
國
歴
史
博
物
館

佛
教
的
友
誼

雨
論
が
あ
い
９
　
う
貢
在
の
宋
江
評
價
－
海
外
文
化

　

『
辨
正
論
』
の
會
讃

邦
に
道
な
き
と
き

唐
代
史
研
究
會
の
こ
と
ど
も

西
の
文
化
の
現
在
－
東
洋
學

裴
濯
「
嵩
岳
少
林
寺
碑
」
（
講
演
要
旨
）

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
學
か
ら
の
便
り

川
勝
義
雄
教
授
の
訃

　
　
　
　
　
　

日
中
佛
教
第
一
〇
銃

　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
夕
刊

　
　
　
　
　
　

人
文
第
二
二
貌

近
鍛
百
貨
店

　

マ
イ
タ
イ
ム
第
一
〇
琥

　
　
　
　
　
　

人
文
第
二
六
琥

　
　
　
　
　
　

讃
責
新
聞
夕
刊

　
　
　
　
　
　

人
文
第
二
七
読

　
　
　
　
　
　

人
文
第
二
八
貌

ヨ
ー
ロ
て
ハ
に
紹
介
さ
れ
た
中
國
像

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
七
七
読

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
史

　

週
刊
朝
日
百
科

　

日
本
の
歴
史
第
一
一
〇
貌

歴
史
寫
其
の
ト
リ
ッ
ク

唐
代
の
都
城
と
開
所
（
講
演
要
旨
）

楊
聯
陸
教
授
の
訃

　
　

一
九
七
八
年

　

十
月

一
九
七
九
年
五
月
十
四
日

　
　

一
九
八
〇
年

　

八
月

　
　

一
九
八
二
年

　

四
月

　
　

一
九
八
二
年

　

九
月

　

一
九
八
三
年
一
月
八
日

　
　

一
九
八
三
年

　

三
月

　
　

一
九
八
三
年

　

九
月

東
洋
史
研
究
第
四
三
巻
第
一
読

朝
日
新
聞
社

朝
日
新
聞
社

讃
責
新
聞
夕
刊

東
洋
文
庫
書
報
第
二
二
貌

一
九
八
四
年

　

六
月

　

．
Ｅ

一
九
八
七
年

　

十
月

　

一

一
九
八
八
年

　

五
月

一
九
九
〇
年
九
月
二
十
二
日

　
　
　

一
九
九
一
年

　

三
月

東
洋
史
研
究
第
五
〇
巻
第
一
琥

八
尾
高
菌
校
舎
で
學
ん
だ
思
い
出

　

大
阪
府
立
八
尾
高
等
學
校
薗
校
舎
の
調
査
記
録

　

大
阪
府
建
築
部
管
繕
室

孔
目
司
帖

　

旅
順
博
物
館
所
蔵
品
展

キ
ジ
ル
登
見
の
官
文
書
―
孔
目
司
帖

マ
ニ
教

　

世
界
「
宗
教
」
總
覧

一
九
九
一
年

　

六
月

一
九
九
二
年

　

三
月

京
都
文
化
博
物
館
・
京
都
新
聞
社

　

一
九
九
二
年
十
二
月

京
都
新
聞
夕
刊

新
人
物
往
来
吐

一
九
九
二
年
十
二
月
十
六
日

　
　
　

一
九
九
三
年

　

十
月



八
つ
の
研
究
班

荒
木
寅
三
郎
總
長
の
宣
誓
式
告
餅

淡
々
と
し
て
去
る
Ｉ
宮
崎
市
定
先
生
を
悼
む

壮
大
な
構
想
と
素
朴
な
心
－
宮
崎
市
定
先
生
を
悼
む

宮
崎
市
定
先
生
を
偲
ぶ

京
都
帚
國
大
學
以
文
會
と
學
生
集
會
所

停
年
後
の
宮
崎
先
生

内
藤
湖
南
生
誕
一
三
〇
年

平
岡
武
夫
先
生
を
偲
ん
で

愛
讃
書
三
珊
－
岩
波
文
庫

　

岩
波
文
庫
創
刊
7
0
年
記
念

魏
徴
の
李
密
墓
誌
銘
（
講
演
要
旨
）

今
な
ぜ
内
藤
湖
南
か

　

湖
南
第
一
七
彼

創
設
期
の
京
大
文
科
－
東
洋
學
者
群
像
－
内
藤
湖
南

嵩
山
少
林
寺
と
叡
山
延
暦
寺

　

五
千
年
躍
動
的
中
國
語
術
公
演

私
の
ベ
ス
ト
３

岩
波
新
書
の
一
冊

　

岩
波
新
書
創
刊
印
年
記
念

司
馬
遷
の
三
后

藤
枝
晃
先
生
の
學
恩

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
隋
唐
の
文
化
（
談
）

　

し
が
ぎ
ん
経
済
文
化
セ
ン
タ
ー

人
文
第
四
〇
鏡

　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
四
年

　

三
月

京
大
廣
報
第
四
七
八
鏡

　
　

一
九
九
五
年
一
月
十
五
日

京
都
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年
五
月
三
十
日

産
経
新
聞
夕
刊

　
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年
六
月
一
日

中
央
公
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
五
年

　

八
月
鏡

京
大
廣
報
第
四
九
七
琥

　
　

一
九
九
六
年
一
月
十
五
日

東
洋
史
研
究
第
五
四
巻
第
四
鏡

　

一
九
九
六
年

　

三
月

ち
く
ま
第
三
〇
三
琥

　
　
　
　
　

一
九
九
六
年

　

六
月

唐
代
史
研
究
會
會
報
第
九
鏡

　
　

一
九
九
六
年

　

七
月

圖
書
第
五
七
一
覗

　
　
　
　
　
　

一
九
九
六
年
十
二
月

東
方
學
第
九
三
輯

　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
年

　

一
月

内
藤
湖
南
先
生
顕
彰
會

　
　
　
　

一
九
九
七
年

　

三
月

以
文
第
四
〇
鏡

　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
年

　

十
月

大
阪
2
1
世
紀
協
會

　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
年

　

十
月

東
方
二
〇
〇
記
念
特
別
鏡

　
　
　

一
九
九
七
年
十
一
月

回
書
第
五
八
四
肢

　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
年
十
二
月

毎
日
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
八
年
五
月
十
日

東
方
學
第
九
七
輯

　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
九
年

　

一
月

c
l
ｕ
ｂ
　
Ｋ
ｅ
ｉ
ｂ
ｕ
ｎ
二
〇
〇
読

　
　
　

一
九
九
九
年

　

六
月
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松
江
で
の
集
中
講
義

田
村
賞
造
博
士
の
訃

文
學
部
奮
本
館
の
消
滅

島
根
大
學
法
文
學
部

　

歴
史
學
通
信
2
3
読

　
　
　
　

史
林
第
八
二
巻
第
五
欲

　
　
　
　

以
文
第
四
二
欲

　

「
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
」
と
「
サ
イ
ン
帳
」
東
大
阪
市
立
上
小
阪
中
學
校
（
奮
布
施
市
立
第
六
中
學
校
）

　
　
　

創
立
5
0
周
年
記
念
誌

　

不
易
と
流
行

弔
餅

　

島
田
虔
次
先
生

　

告
別

　

島
田
虔
次
先
生

藤
枝
先
生
の
功
績
調
書

　

藤
枝
晃
先
生
追
悼
文
集

山
陽
と
湖
南
（
講
演
要
旨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

座

　
　

談

　
　

會

藤
枝
晃
を
語
る

　

藤
枝
晃
先
生
追
悼
文
集

先
學
を
語
る
Ｉ
宮
崎
市
定
博
士
－

　
　
　
　
　
　
　
　

僻

　

典

　

項

　

目

ア
ジ
ア
歴
史
事
典

　

三
司
使
、
租
庸
使
、
度
支
、
團
練
使

ア
ジ
ア
歴
史
地
圖

　

唐
の
藩
鎮
、
隋
・
唐
の
運
河

ジ
ャ
ポ
ユ
カ
大
日
本
百
科
１
　
典

自
然
文
化
研
究
會

史
林
第
八
四
巻
第
一
読

自
然
文
化
研
究
會

東
方
學
第
百
輯平

　

几

　

祀

平

　

几

　

祀

小

　

學

　

館

一
九
九
九
年

　

八
月

一
九
九
九
年

　

九
月

一
九
九
九
年

　

十
月

一
九
九
九
年
十
一
月

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
十
三
日

　
　
　

二
〇
〇
〇
年

　

六
月

　
　
　

二
〇
〇
一
年

　

一
月

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
〇
年

六
月

九
月

一
九
六
〇
年

　

五
月

　
　
　
　

～
十
二
月

一
九
六
六
年

　

四
月

一
九
六
七
年
十
一
月
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永
嘉
の
胤
、
何
晏
、
闘
羽
、
侯
景
の
貳
、
司
馬
容
、
司
馬
炎
、
赤
壁
の
戦
い
、

　

占
田
法
・
課
田
法
、
土
断
法
、
泥
水
の
戦
い
、
馮
道

祀
會
科
學
大
事
典

　

隋
、
唐

世
界
傅
記
大
事
典
（
日
本
・
朝
鮮
・
中
國
篇
）

　

則
天
武
后
、
馮
這
、
柳
宗
元

科
學
史
技
術
史
事
典

　

宦
官
、
玄
奘
、
國
子
監
、
正
史
河
渠
志
、
正
史
食
貨
志
、
大
運
河
、
茶
経
、
李
冰

中
國
思
想
史
僻
典

　

安
史
の
気
、
呉
道
玄
、
節
度
使
、
趙
翼
、
文
献
通
考
、
雨
税
法
、
六
典

平
凡
祀
大
百
科
事
典

　

愛
〔
湊
詳
佛
典
に
お
け
る
〈
愛
〉
〕
、
章
后
、
市
〔
中
國
〕
、
慧
遠
、
慧
遠
、
王
建
、
開
元
寺
、

　

回
避
制
、
韓
滉
、
寒
山
寺
、
観
音
、
義
浄
、
魏
徴
、
牛
曾
孫
、
宮
廷
〔
中
國
〕
、
九
品
官
人

　

法
、
郷
里
制
、
九
品
往
生
、
桑
原
論
蔵
、
景
教
、
荊
南
、
華
巌
寺
、
祇
数
、
玄
奘
、
玄
中
寺
、

　

元
和
郡
麻
志
、
元
和
姓
纂
、
公
案
、
貢
院
、
興
数
寺
、
高
宗
、
高
僣
傅
、
穀
倉
、
五
代
史
、

　

西
明
寺
、
三
教
論
衡
、
三
司
、
三
省
、
三
蔵
、
三
蔵
法
師
、
三
武
一
宗
の
法
難
、
慈
恩
寺
、

　

支
謙
、
氏
族
志
、
慈
愁
三
蔵
、
沙
門
不
敬
王
者
論
、
周
、
十
悪
、
宗
論
、
朱
士
行
、
出
三
蔵

　

記
集
、
朱
邪
赤
心
、
巡
疆
、
貞
観
政
要
、
精
舎
、
正
像
末
、
浄
土
、
浄
土
教
、
浄
土
腱
相
、

　

浄
土
論
註
、
涜
罪
、
支
婁
迦
識
、
身
言
書
剣
、
真
諦
、
勢
至
、
制
度
通
、
青
苗
銭
、
葬
懐
義
、

～
一
九
七
一
年
九
月

鹿
島
研
究
所
出
版
會

　

一
九
六
九
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
一
九
七
〇
年
四
月

ほ
る
ぷ
出
版

　
　
　
　

一
九
七
八
年

　

七
月

弘

　

文

　

堂

研
文
出
版

平

　

几

　

祀

一
九
八
三
年

　

一
月

一
九
八
四
年

　

四
月

一
九
八
四
年
十
一
月

～
一
九
八
五
年
六
月
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善
導
、
奏
議
、
宋
刑
統
、
倉
庫
〔
中
國
〕
、
則
天
武
后
、
大
雲
経
、
大
雲
寺
、
大
蔵
経
〔
漢

　

譚
大
蔵
経
〕
、
大
唐
西
域
記
、
大
明
寺
、
大
理
、
度
支
、
智
顎
、
中
國
學
、
陳
垣
、
鎮
護
國

　

家
、
通
典
、
唐
、
登
科
記
、
陶
希
聖
、
東
京
城
、
唐
才
子
傅
、
道
緯
、
唐
書
、
道
場
、
道
宣
、

　

童
勝
、
東
洋
學
、
唐
六
典
、
唐
律
疏
議
、
東
林
寺
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
、
常
盤
大
定
、
都
城
、

　

杜
如
晦
、
ド
ミ
ェ
ビ
ル
、
杜
佑
、
敦
煌
、
曇
鸞
、
南
詔
、
二
河
白
道
、
入
唐
求
法
巡
澄
行
記
、

　

涅
槃
宗
、
バ
ラ
ー
ジ
ュ
、
毘
曇
宗
、
百
喩
経
、
白
蓮
祗
、
馮
道
、
武
周
革
命
、
浮
圖
、
房
玄

　

齢
．
法
照
、
法
難
、
法
顧
、
法
相
宗
、
マ
ス
ペ
ロ
、
末
法
思
想
、
マ
ニ
教
、
禰
勒
経
、
蒙
求
、

　

楊
炎
、
蘭
若
、
六
部
、
李
克
用
、
李
勣
、
律
宗
、
李
徳
裕
、
李
泌
、
劉
晏
、
論
義

岩
波
佛
教
財
典

　

三
武
一
宗
の
法
難
、
法
難

現
代
日
本
朝
日
人
物
事
典

　

平
岡
武
夫

世
界
宗
教
史
大
事
典

　

愛
〔
漢
詳
佛
典
に
お
け
る
〈
愛
〉
〕
、
慧
遠
、
慧
遠
、
開
元
寺
、
寒
山
寺
、
観
音
、
義
浄
、
九

　

品
往
生
、
景
教
、
華
巌
寺
、
荻
教
、
玄
奘
、
玄
中
寺
、
公
案
、
興
教
寺
、
高
檜
傅
、
西
明
寺
、

　

三
教
論
衡
、
三
蔵
、
三
蔵
法
師
、
三
武
一
宗
の
法
難
、
慈
恩
寺
、
支
謙
、
慈
悠
三
蔵
、
沙
門

　

不
敬
王
者
論
、
宗
論
、
朱
士
行
、
出
三
蔵
記
集
、
巡
膿
、
精
舎
、
正
像
末
、
浄
土
、
浄
土
教
、

　

浄
土
愛
相
、
浄
土
論
註
、
支
婁
迦
識
、
貝
諦
、
勢
至
、
薩
懐
義
、
善
導
、
大
雲
経
、
大
雲
寺
、

　

大
蔵
経
〔
漢
詳
大
蔵
経
〕
、
大
唐
西
域
記
、
大
明
寺
、
智
顎
、
鎮
護
國
家
、
道
緯
、
道
場
、
道

岩
波
書
店

朝
日
新
聞
社

平

　

几

　

祀

一
九
八
九
年
十
二
月

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ

一
九
九
〇
年
十
二
月

　

一

一
九
九
一
年

　

二
月



　

宣
、
東
林
寺
、
常
盤
大
定
、
曇
鸞
、
二
河
白
道
、
入
唐
求
法
巡
流
行
記
、
涅
槃
宗
、
毘
曇
宗
、

　

百
喩
経
、
白
蓮
此
、
浮
間
、
法
照
、
法
難
、
法
服
、
法
相
宗
、
マ
ス
ペ
ロ
、
末
法
思
想
、
マ

　

ニ
教
、
禰
勒
経
、
蘭
若
、
律
宗
、
論
義

日
本
史
大
事
典

　

制
度
通
、
唐
、
入
唐
求
法
巡
流
行
記
、
二
河
白
道

世
界
人
物
逸
話
大
事
典

　

則
天
武
后

歴
史
學
事
典

　

第
５
巻
・
歴
史
家
と
そ
の
作
品

　

狩
野
直
喜
、
エ
チ
Ｉ
ヌ
ー
バ
ラ
ー
シ
ュ
、
宮
崎
市
定

日
本
歴
史
大
事
典

　

漢
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
五
代
、
三
國
時
代
、
シ
ナ
、
清
、
隋
、
唐
、
南
北
朝
時
代
、
明
、

　

六
朝
時
代

平

　

几

　

祀

角
川
書
店

弘

　

文

　

堂

小

　

學

　

館

一
九
九
二
年
十
一
月

～
一
九
九
四
年
一
月

一
九
九
六
年

　

二
月

一
九
九
七
年

　

十
月

二
〇
〇
〇
年

　

七
月

～
二
〇
〇
一
年
三
月

-
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